
活動団体の活動地域：新潟

活動団体名 ：NIIGATA MUSIC LABORATORY

中間支援主体名 ：SHE

活動団体の本事業での活動テーマ

『クロスオーバー』

令和7年度
地域循環共生圏づくり支援体制構築事業
実施計画書（継続団体用）



参加団体の基本情報
（１）活動団体の基本情報

NIIGATA MUSIC LABORATORY団体名

新潟活動地域

団体概要

ミュージシャンやアーティストの活動支援をベース
に、様々な事業者との連携を経て、公共空間を活用
した有効な場づくりを行ってきた。

「新潟を音楽の街に」をテーマに、大小様々な地域
イベントをサポートしつつ、特に公共空間の活用を
通じて、地域と様々なカルチャーと連携させ培って
きた「共感のカルチャー」が強み。地域資源(モノ・
ヒト・コト)を繋ぎ合わせて一つにし、音楽や芸術を
ブースターとし、オンラインとオフラインの双方の
強みを活かしたクリエイター共存型のまちづくりを
目指している。

専門性・強み

#スモールスタート
#良質なカオス
#共感のカルチャー
#場づくり
#ハブ
#クリエイティブ
#フェス

（２）中間支援主体の基本情報

社会事業家団体SHE団体名

新潟活動地域

団体概要

「Share Human Energy」をコンセプトに、個人がも
つ可能性や行動を応援し伴走することで、この地に
生きる人々の幸せと希望を、共に育んでいく団体。

社会事業化とは、市民が地域社会の環境・経済・社
会に係る課題や発展にふれる機会を創出し、市民の
意識や行動の移り変わりを支援し、協同や助け合い
による持続可能な地域社会の形成を促すことを指し、
その現象の創造を目的としている。

地域の団体の伴走支援やイベント企画運営などに取
り組んできている。

専門性・強み

#個の多様性
#柔軟性
#コーディネート
#ファシリテーション
#マネジメント
#スタートアップ



活動団体と地域の紹介

NIIGATA MUSIC LABORATORY
「新潟を音楽の街に！」をテーマにミュージシャンやクリエイターの活動支援を行っており、
１２年間深く関わり続けている「いわむロックFESTIVAL」は街の豊かさや憩いを表現する活動
環境の整備にも寄与している。地産地消をコンセプトとした地域循環型フェスいわむロック
FESTIVALへの関わりを経て、現在は数多くの公共施設、行政主体のまちづくり事業や市民活動
サポートを積極的に行っている。環境省事業としては3年目を迎え「NEW HOPE」プロジェク
トとして、地域循環共生圏プラットフォームづくり「coffee house」を起点に、市民が地域で実
践するアイディアを膨らまし、共に「スモールスタート」を実践するまでに至っている。

地域の紹介
課題解決できるプレイヤーが点在しているが出会いの場がなく、常に人手が足りず、ソフトの
場(活動)が生まれにくい。また、高齢者のプレイヤーが多くいるが、柔軟な対話が難しく若い
プレイヤーが寄りつかず、良い取り組みや事業が消滅している。また、創業率も低い。

新潟は、大学や専門学校が多くあり若者の人口は多い。そして、地域づくりに興味のある学生
が点在している。また、自然が多くあり自然体験ができる場所が多くあるが、活用方法が知ら
れていないのか、自然に触れる機会が少ない人が多い。

NEW HOPE「coffee house」プラットフォームと実践の場づくり 新潟市西蒲区共催 岩室温泉いわむロックFESTIVAL GREEN STAGE



■地域循環共生圏の構築を通じてありたい地域の姿

活動団体の目指す地域の姿

新幹線を降りて、駅を出た。
道を歩いていたらどこかからギターや歌声が聞こえた。

この街のアーティストかな？

小さな公園を覗いたらフリーコーヒーを配ってた。
このまちの親子が焙煎したコーヒーらしい。

キッチンカーもいた。
このまちで育てられた野菜やお米を使ったフードだ。

ちょっとベンチに座って一休み。

木のかげでお話している人がいる。
絵を書いてる人がいる。

写真をとってる人がいる。
動画を撮影してる人がいる。

歌っている人がいる。演奏している人がいる。
子どもたちの笑い声が響いている。

あの人、2階の窓から楽しそうに眺めている。
いい顔してるな。

ここにいる人もみんないい顔してるな。
あ、そういえば、ここに来る途中もみんないい顔してたな。

スモールスタート→ミックスカルチャーと共存
※図はミックスカルチャーのイメージ



■地域の現状と課題

開港5 港の一つとして栄えた新潟市は、開港文化や農・漁・工業文化、これらに紐づく豊かな食文化が魅
力となっている。ただ、人口減に加え、開業率が低いことから地域側のプレイヤー不足が課題としてあげ
られる。環境も資源も豊かな新潟だが、人材と資源のマッチングや人材同士のネットワーク形成が生まれ
る機会が少ないことも課題だと考えられる。

■地域循環共生圏の構築を通じてありたい地域の姿

「新潟の街を素敵な街にしたい。思いやり溢れる支え合いの街に。沢山の個性を認め助け合う社会に」こ
れが、活動団体のテーマである。その為にも、音楽をはじめとした多様な文化が街に溢れ、様々な価値観
が共存しあう環境が新潟に育まれることを目指している。そして、このミックスカルチャーな環境こそが、
地域循環共生圏を経て地域に寛容さと柔軟さを獲得する大切な要素となる。

（1）COFFEE HOUSE
地域課題と資源の掘り起こしをおこない、その声を地
域版マンダラにまとめ、地域課題とプレイヤーがやれ
ることを結び付けていく。運営するcafe feelが人の交
流起点になり、lagoon.20が地域活動への入り口とし
ての機能を果たす。
（2）LINEのオープンチャット運営
情報交換と交流の場として、LINEのオープンチャッ
トを運営する。ここでのやりとりを入り口に、事業の
タネの発掘や人材のマッチングを図っていく。
（3）「事業のタネ」の支援
事業のタネが形になる為に、参加者の活動を支援する。
地域事業者や地域ステークホルダー、行政窓口の紹介、
地域課題に関する相談、など。

NIIGATA MUSIC LABORATORYがリアルでの
「coffee house」とオンラインでの「LINE」の運
営を担い、SHEがその運営支援を行う。このプラ
ットフォームには新潟市役所やプロジェクト参加

者が積極的に協力してくれており、事業の種を生

み出す為のコミュニケーションを常に図っていく。

プラットフォームにおいて声を出しやすい環境や

関係性を築くために個別相談にのったり、心理的

安全性を高める為のコミュニケーションを継続的

に図っていく。

■ローカルSDGs事業として取り組む内容■地域に必要なプラットフォームの体制や仕組み

活動団体の目指す地域の姿



現時点のマンダラ



“地域プラットフォーム”のイメージ

新潟がより豊かになるために
活動している/したい人達

行政

主なステークホルダー
新潟がより豊かになるために活動している個人・団体
地域：旬果甘味店ルコト・ゆめみるこども食堂・Smile Story・未来農業総研・JAT・赤沢保育園・PORT
株式会社And Three・＊riri＊felt＊・あぽろん音楽スタジオ 駅南店・Smile軽音部・210coffee・DJ UME
Sea Point Niigata・YORIMICHI・MOYORe:・EDOA・曽野木アトリエ・NICO・中島伸(東京都市大学)学校：大学生(新
潟県立大学・敬和学園大学・新潟大学)・柳都中学校

地域のことを想い活動している、もしくは活動したいと思っている「意志」のある人達が集い、
異なる価値観にも触れながら視座を高めあい、地域の解像度をあげ、社会課題（マンダラ）を通
じて深みのある活動や事業への発展が生まれるプラットフォーム

活動

大学生

市民活動

繋がり

事業

地域住民

自治体

中小企業

地域
コミュニティ

多様なカルチャーの

出口

大企業

心理的安全性のある

HOME



ローカルSDGｓ事業の詳細
種から生まれた事業



ローカルSDGｓ事業の詳細
活動団体主体事業



３カ年状態目標
■2026年度末の状態目標

2027(R9).3
金銭的にも体制的にもゆるやかに自立し、継続できるプラットフォームの状態。

■2025年度末の状態目標

2026(R8).3
企業や個人など、多様な主体による地域の循環を支える仲間作り
プラットフォームの自律分散化を目指した状態

■2024年度末の状態目標と振り返り

2025(R7).3
地域プラットフォームの運営／生まれた事業の実施。成果・効果の確認と事業整理

ふりかえり
プラットフォーム運営と事業支援については実施できたが、成果や効果の確認や事業整理がやりきれなかった。
成果と効果の確認については、今年度の見える化の取り組みの中で行う予定であり、事業整理についても、今年度は最終
年度ということもあり、必要な部分に力を注力していく予定である。



中間支援主体のありたい姿
■中間支援主体としての獲得目標

活動団体が目指しているものの言語化を丁寧に行い、計画を共にたて、そこに向かうために不足しているリソ
ースを客観的にとらえ、中間支援として補いつつ、人的リソースが不足する場合は外部人材を引き入れ活動を
加速させていく。また、活動に人を巻き込んでいく為に必要な場づくりや見える化など、多様なかかわり方で
活動団体を支援していく。
このように、多様な人材が中間支援主体の中にいるからこその活動全体を通した支援により、活動団体にノウ
ハウを落としこみながらその周囲の人材に中間支援視点を持つ人を育み、中間支援主体がいなくても活動団体
とその周囲の人材で活動が継続していく体制を構築していく。それらを通し、団体としては人材育成のノウハ
ウ獲得を目指す。

■中間支援主体としての本事業終了後の地域づくりへの貢献

中間支援主体としては、本事業終了後もepoとの良好な関係を継続しつつ、個々の活動において今回の学びを
活かして地域において活動していく予定である。活動エリアとしては新潟市とその周辺エリアを想定している。
様々なニーズが地域内にあり、既に活動をスタートしていたり、これから取り組む為の協力の求めが既に来て
いる。それらが、直接的・間接的に地域循環共生圏づくりに関係していくと考えている。
具体的には、地域内ネットワーク形成の場づくり、地域プラットフォーム構築、地域コミュニティ運営、など
など、そうした場面において今回の事業のノウハウを活かしていく。



中間支援主体の支援・取組計画

■支援計画

課題を解決するために必要と考える手段
（打ち手）

活動団体の取組における現状と課題
（見立て）

既存の価値観とそこを打破していく価値観をゆるやかに混ぜ
合わせていく場の設計、またゆるやかに混ぜ合わせていく為
の安心の場のファシリテーションにおいて、共に場を創って
いく。

この地域では担い手となる世代が受身的な思考を持つ場
合が多く、県民性と言われる保守性が垣間見える。また
世代間、行政と民間、など越境する場面でまだまだ在来
的な価値観が強い。そこに対して活動団体NMLが得意な、
自由でクリエイティブな発想を活かした活動が必要な要
素として考えられる。

それらの異なる価値観が出会う場をデザインすること、
また、別の価値観が混ざり合っても衝突や分断がおきづ
らい安心の場をつくることが課題となる。

①

活動団体と共に、本活動の改めての全体の見直しや、言語化、
見える化を外部のライターやクリエイター含めて行うことに
より、自分たちの活動に対する理解が深まり、客観的な視点
でとらえられ、言語化ができるようになる。

プラットフォームへの参画やステークホルダーを更に巻
き込んでいく為に、活動のわかりやすい見える化が必要
である。
本事業のわかりづらさもあるが、活動団体の論理的な説
明や言語化にも課題がある。

②

マネジメント部分を以下の２つを中心に伴走する。
■定期的な活動団体の進捗確認として、現状確認や、課題やリソー
スの共有などを行う。
■長期的な視座での会議の設定を行い、プラットフォームの状態や
継続性、役割やあり方等、長期的な視座でのふりかえりを行う。

活動団体は、その場に合わせた柔軟な対応やエモーショ
ナルなアクションは得意であるが、丁寧に計画的に進め
ることに課題がある。③

■中間支援主体の1年間の支援目標

事業終了後もプラットフォームが維持され、循環が生まれ続けている為に、プラットフォームへのハードルの低い入り
口を形成できており、地域について語れる場を持てていて、事業の種を支援しつつ、その事業が自分たちの活動にも結
びついていくようなコーディネートやファシリテートができる状態を目指す。
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3月2月１月12月11月10月9月8月7月６月5月4月

プラットフォーム構
築のための取組【活

動団体】

ローカルSDGS事業
創出に向けた取組
【活動団体】

中間支援主体の支
援・取組計画

活動・支援スケジュール

備考（補足説明など必要な場合は記載）

■スケジュール

定例会議と進捗会議/各月1回程度実施

coffeehouseを含めた、各イベントの企画運営

月１回実施 coffeeHouse

NEW 
HOPE fes

アーダコー
ダー スペシ
ャルエディ

ション

coffeeHouse 
スペシャルエ
ディション

cafe feelの運営

LINEオープンチャットの運営

事業の見える化プロジェクト

事業の見える化プロジェクト


